
要件定義書別紙13　共通DBとの連携間隔

No 現行システム名 エンティティ名 送信/受信 連携方式
共通DB

連携間隔
備考

1 同時書基本情報 送信 DataSpider 15秒毎 ・同時書連携画面上のオンライン処理により、対象エンティティ向けの送信テーブルに情報が登録されます。

　その後、送信テーブル内の未連携情報をDataSpiderが15秒間隔で共通DBへ連携します。

2 案件別経費細目 送信 DataSpider 15秒毎 ・同時書連携画面上のオンライン処理により、対象エンティティ向けの送信テーブルに情報が登録されます。

　その後、送信テーブル内の未連携情報をDataSpiderが15秒間隔で共通DBへ連携します。

3 同時書支払先 送信 DataSpider 15秒毎 ・同時書連携画面上のオンライン処理により、対象エンティティ向けの送信テーブルに情報が登録されます。

　その後、送信テーブル内の未連携情報をDataSpiderが15秒間隔で共通DBへ連携します。

4 人別国別案件別経費内訳 送信 DataSpider 15秒毎 ・同時書連携画面上のオンライン処理により、対象エンティティ向けの送信テーブルに情報が登録されます。

　その後、送信テーブル内の未連携情報をDataSpiderが15秒間隔で共通DBへ連携します。

5 派遣実績 送信 DataSpider 1日毎 ・日次夜間バッチにて対象エンティティ向けの送信テーブルに情報が登録されます。

　その後、送信テーブル内の未連携情報をDataSpiderが共通DBへ連携します。

6 ユーザ情報 受信 DataSpider 15秒毎 ・共通DB上の対象エンティティに登録された未連携情報が、15秒間隔で対象エンティティ向けの受信テーブルに連携されます。

・受信テーブルから人選サブシステムの内部テーブルへ登録する処理は1分間隔で動作します。

7 パスワード情報 受信 DataSpider 15秒毎 ・共通DB上の対象エンティティに登録された未連携情報が、15秒間隔で対象エンティティ向けの受信テーブルに連携されます。

・受信テーブルから人選サブシステムの内部テーブルへ登録する処理は1分間隔で動作します。

8 案件情報 受信 DataSpider 15秒毎 ・共通DB上の対象エンティティに登録された未連携情報が、15秒間隔で対象エンティティ向けの受信テーブルに連携されます。

・受信テーブルから人選サブシステムの内部テーブルへ登録する処理は5分間隔で動作します。

9 分野分類 受信 DataSpider 15秒毎 ・共通DB上の対象エンティティに登録された未連携情報が、15秒間隔で対象エンティティ向けの受信テーブルに連携されます。

・受信テーブルから人選サブシステムの内部テーブルへ登録する処理は5分間隔で動作します。

10 分野課題 受信 DataSpider 15秒毎 ・共通DB上の対象エンティティに登録された未連携情報が、15秒間隔で対象エンティティ向けの受信テーブルに連携されます。

・受信テーブルから人選サブシステムの内部テーブルへ登録する処理は5分間隔で動作します。

11 派遣先_事業実施場所_国 受信 DataSpider 15秒毎 ・共通DB上の対象エンティティに登録された未連携情報が、15秒間隔で対象エンティティ向けの受信テーブルに連携されます。

・受信テーブルから人選サブシステムの内部テーブルへ登録する処理は5分間隔で動作します。

12 実施計画額_最新 受信 DataSpider 15秒毎 ・共通DB上の対象エンティティに登録された未連携情報が、15秒間隔で対象エンティティ向けの受信テーブルに連携されます。

・受信テーブルから人選サブシステムの内部テーブルへ登録する処理は5分間隔で動作します。

13 人材DB 人材個人情報 送信 DataSpider 15分毎 ・共通DBへの連携データを生成するバッチ処理が15分毎(毎時00分、15分、30分、45分)に起動します。

なお、0時00分～3時29分の間はバッチ処理が無効化されるため、連携されません。

・派遣S、ボランティアSから連携された人材の共通DBへの連携は1日1回です。（AM3:30）

14 受信 DataSpider 15秒毎 ・共通DB上の対象エンティティに登録された未連携情報が、15秒間隔で対象エンティティ向けの受信テーブルに連携されます。

・受信テーブルから人材DBの内部テーブルへ登録する処理は15分間隔で動作します。
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